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飯舘村役場横の斜面の放射線量測定
(2011.6.25;溝口・登尾)
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「ふくしま再生の会」のミーティング

東京大学「福島復興農業工学会議」(2011.9.4)



反転耕水による土壌撹拌・除去

表土削り取り

農地除染対策の技術書概要
【調査・設計編、施工編】

平成２４年８月



行先はどこ？

汚染土の入ったフレコンパック（2012年6月24日）



中山間地の水田の除染をどうするか？

雑草の処理
（2011年9月4日）

イノシシの害
（2012年4月14日）



板状で剥ぎ取られた凍土（2012 年 1 月 8 日）

地表面からの放射線量(コリメータ付)が1.28μSv/hから0.16μSv/hに低下

あれっ、先生じゃないですか！



河北新報
(2012.1.17）

東京新聞
(2012.1.19）

削
除

都市と地方の
認識のずれ



飯舘村19行政地区の水田土壌の
セシウム分布調査(2012年2月）





放射性セシウムは粘土に固定される

• 粘土粒子と一体化して考える

• 粘土の移動に注意する

• 粘土の除去を考える
Cs

粘土

Shiozawa, et.al (2011)



田車による除染実験（2012年4月）



田車代かき掃出し法の効果

ふくしま再生の会 http://www.fukushima-saisei.jp/



2012.4.29 田車除染法で掃き出した泥水
を排水溝に貯める

2012.6.24 排水溝の泥水は地下浸透によ
り自然に減容化される

2012.8.26 泥水が排水溝表面に捕捉された
ことを示す粘土特有の亀裂

2012.8.26 排水溝の土壌採集。これを1cmご
とに袋に詰め、放射性セシウム濃度を測定。



土壌中の放射性セシウム濃度
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汚染土は素掘りの穴に埋めれば良い



土の濾過機能

泥水は砂の層を通るだけで透明になって出てくる。放射性セシウムのほとんどは粘土粒子に
強く吸着（固定）されているので、セシウムだけが水中に溶け出ることはない。

農地の下の土はこの実験の砂の層よりも厚い上に、砂よりも細かい粒子で構成されているこ
とが多いので、放射性セシウムを固定した粘土はそれらの粒子の間に次々に捕捉される。

サイエンスコミュニケーション



（おまけ）
活動は現在進行中！

2012.12.1



までい工法

• 農水省が推奨する除染工法

– ①表土剥ぎ取り、②代かき、③反転耕

• までい工法

– 農地に穴を掘り、剥ぎ取った汚染表土を埋設

– 表土剥ぎ取りと反転耕の組み合わせ工法

– 反転耕より丁寧に上下の土を入れ替える

「までい（真手い）」＝飯舘村の方言で「手間ひまを惜しまず」、
「丁寧に」、「時間をかけて」、「心を込めて」という意味



までい工法（実践）

2012.12.1

汚染土の埋設

よいとまけ（土の締固め）



暗渠の埋設



までいモニタリング



まとめ

• まずは現場を見ることが大切
– 現場にあった総合的な技術の適用を考える

• 老若男女、地域・組織を越えた「協働」
– 農家の知恵の中にヒントがある
– 自分にできることを持ち寄る
– あらゆる人材・知識を総動員する

• 一刻も早い行動
– 考えながら走る！走りながら考える！！
– 組織や制度に囚われないで柔軟に対応する
– 研究者の役割が問われている
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Thank you for your kind attention

amizo@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp

福島土壌除染技術


